
分断化した森林における鳥類による種子散布
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森林の分断化に伴い，森林性の鳥類が減少して林縁性の鳥類が増加するなどの影響が報告

されている。鳥類相の変化に伴い，鳥によって散布される種子の量や種構成にも変化が現

れる可能性がある。この検証には分断化した森林とまとまりを持った森林で，鳥類によっ

て散布された種子を回収して比較する必要がある。しかし，通常の種子トラップでは鳥散

布種子の回収率は低く，多数のサンプルを集めるには効率が悪い。本研究では昨年度にお

いて，道路法面で効果が報告されている，疑似果実を用いた鳥散布種子の回収率の向上法

が森林内でも有効であることを，調査期間6ヶ月の時点で報告した。本年度は，調査を継

続，またトラップを増設して結果を補強するとともに，分断化した森林とまとまりのある

森林で，鳥によって散布される種子の量や種構成に違いがあるのかを検証した。

茨城県北部の広葉樹天然林(小川植物群落保護林)の林床において，疑似果実付き止ま

り木と種子トラップをセットにしたものと，通常の種子トラップのみのものをl対にして設

置し，疑似果実による鳥類の誘因効果を検証した。 トラップは2003年5月上旬に，谷筋に40

m間隔で5個l列と尾根に5個1列を設置し， 9月に谷を挟んだ反対側の尾根に5個1列を増設し

た.疑似果実には赤と黒の色付きガラスビーズを用い， トラップの内容物は2から4週毎に

回収した。

表1.回収された種子の種構成と種子数
S凹:cies 。8O" AQo母ralo-ー

A.kebia quinata 民A昆p草r

Celaslrus orbi四 latus 位ε白孟E邑AOC由通L

Cbrnusωnlroversa 邑-EY並L 63 

lIex macropoda 臥草匝n重 4 

Phellodendron amurense 佐L岳、t 2 

P紗lola.目 aamerrcono EaEEEV曲邑NEl昼SEEE 2 

丹 unusRrl即 'Qna 草EEe重品Y位U邑N白 1 

丹制凶珂陀印nda 白以ι印刷お 7 

RhU.f ambigua Ec台草EEA草v 24 

Viburnum diJa佃tum 民自邑YE- 2 

Viburnum wriRhtii 草町並向草}量K草}草y草~

I Viscllm album .up_ coloratum 草肉白述通量M

Viti.f coignetiae 重向島監uEhEE

山水n<>明、 isna 2 

T剖剖 caav 107 
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秋期や冬期には疑似果実付きトラ

ップの方が， 通常の種子トラ ップよ

りも回収された種子が多く，疑似果

実の誘因効果が認められた。秋期に

はおもにミズキなどの液果が，冬期

にはツタウルシなどの乾果が多かっ

た。夏期には誘因効果が見られなか

った。これは，調査地の2003年， 2004

年の夏期の結実量自体が非常に少な

かったことや，夏期には昆虫などの

えさ資源が豊富で鳥類による果実の利用が少ないことなどが原因として考えられるが，明

らかでない。

効果が認められたため，疑似果実付きトラップを広葉樹天然林の周辺にある，針葉樹人

工林内に帯状に残された広葉樹保残帯に10個設置し，分断化した森林で鳥散布による種子

の種構成や量が，連続した広葉樹天然林と異なるのかについてを検討した。保残帯では，

秋期になっても種子の回収が少なく，ほとんどが冬期に回収された(図1)。また，ミズ

キなどの高木類の割合が少なく，ヤドリギ，ツルウメモドキ，ヤマブドウ，アケビなどが
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